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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

図図１１  自自作作ししたたナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉  図図２２  ナナイイロロンン糸糸のの直直径径のの違違いいににおおけけるる  

伸伸縮縮回回数数のの違違いい  

研研究究内内容容：：    

  

  

【【ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉ににつついいてて】】  

  ナナイイロロンン人人工工筋筋肉肉はは，，釣釣りり糸糸やや縫縫いい糸糸にに使使用用すするるナナイイロロンン糸糸をを捻捻っっててココイイルル状状にに形形成成ししたたももののででああるる．．本本来来ナナ

イイロロンンはは、、加加熱熱すするるとと収収縮縮すするる性性質質ががあありり、、ココイイルル状状にに形形成成すするるここととでで全全体体のの収収縮縮率率ををよよりり大大ききくくすするるここととががでできき

るる．．そそののたためめ，，図図 11 ののよよううにに釣釣りり糸糸やや縫縫いい糸糸ととししてて使使用用さされれるるナナイイロロンン糸糸ををココイイルル状状ににしし，，荷荷重重にによよっってて伸伸長長ししたた状状

態態ののももののにに熱熱をを加加ええるるとと，，元元のの長長ささままでで収収縮縮すするる．．加加熱熱にによよるる収収縮縮動動作作とと放放熱熱にによよるる伸伸長長動動作作をを繰繰りり返返しし行行ううこことと

でで，，人人工工筋筋肉肉ととししててのの動動作作をを再再現現ししてていいるる．．  

  ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉のの加加熱熱ににはは，，炭炭素素繊繊維維をを通通電電ささせせたた際際にに起起ここるる発発熱熱現現象象をを利利用用ししてていいるる．．ままたた，，ナナイイロロンン製製

人人工工筋筋肉肉のの実実用用化化にに向向けけてて，，AArrdduuiinnoo をを用用いいてて伸伸縮縮動動作作のの回回数数をを調調査査すするる簡簡易易的的なな装装置置をを製製作作しし，，作作製製ししたたササンン

ププルルのの耐耐久久性性試試験験をを行行っってていいるる．．ナナイイロロンン糸糸のの直直径径のの違違いいにによよっってて伸伸縮縮回回数数がが異異ななるるここととがが明明ららかかととななっったたがが，，伸伸

縮縮回回数数ををよよりり実実用用的的ななももののににししてていいくくここととがが今今後後のの課課題題ととななっってていいるる．．  
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・教教育育研研究究支支援援セセンンタターー公公開開講講座座「「ロロボボッットトをを動動かかすすププロロググララミミンンググ体体験験」」  

・・電電気気電電子子工工学学科科公公開開講講座座・・出出前前授授業業「「電電気気のの力力ででパパンンをを創創ろろうう」」「「手手作作りりススピピーーカカーー」」  
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